


























〔考察〕 

 今回の調査で対象となった白血病患児は 766名であった。これらのうちの各障害例の報

告数は,従来の報告に比較して少ない傾向が窺われた。しかし各障害に対する検討の姿勢に

は,施設間に差がみられ,検討方法や判定基準を各施設にまかせた調査であるために,障害

の正確な発生頻度を知ることはできなかった。今後の調査では,各施設における検討数の記

載の協力をお願いする必要があろうと思われる。また,特に個々の障害について,関心を特

に持って検討をおこなっている一部施設には,さらに,その詳細について報告いただくこと

が重要であろう。 

 今回登録された 766 例という膨大な症例から,白血病後期障害の実態を把握するために

は,今後とも各施設の協力が必要である。 

 さらに,今後の検討は,後期障害に対する一定の検査方法,判定基準を提示して進める必

要があろうと思われ,その提示は,本研究班の課題の一つと考えられる。 


